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令和 7 年 10 月 16 日 BCP 訓練 時系列経過報告 
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One-or-Eight 合同会社 



１．【目的】 

本訓練は当社で策定されている BCP に基づき、定期的に行われる訓練の一環として実

施。抜き打ち訓練を実施する事でより詳細な課題を把握する事が可能であり、実際の有事

の際にも業務を継続できることが目的である。 

また今回の訓練については、当社代表が不在であり、当社課長の小口（以降課長とする）

が代表より指示を受け全体の統括を行ったものとして実施している。課長においても当日

は公休であり現場に行くことができないことを想定。有事の際の、各職員の動きの把握も

目的の一つとした。 

 

２．【時系列経過報告】 

10:34 当社代表の指示を受け、当社課長の小口（以下課長とする）より、本社職員 1

名、就労部利用者 1 名がノロウイルスに感染した旨を全職員に対し発信。当社感

染症対策 BCP に基づく行動開始を命じる。 

   1 分以内に、居宅、事務、介護、就労職員 6 名既読。 

 

 10:38 課長より職員の体調確認、基本的感染予防策の実施の有無について、各部署長、 

所属長に対し報告を求める。 

 

 10:45 全職員既読 

 

 10:48 本社、大田原営業所（以下、就労支援部）に対し速やかな消毒を実施する事を命 

じる。 

 

 10:59 居宅介護支援部より、感染症状なし、基本的感染予防策実施との報告あり。 

 

 11:05 就労支援部より、体調不良者無し、基本的感染対策実施との報告あり。 

 

 11:06 訪問看護部、訪問介護部、事務部より、体調不良者 2 名、基本的感染対策実施 

中との報告あり。 

 

 11:06 本社事務所 1.2 共にルビスタにて消毒作業完了報告あり。 

 

 11:09 課長より、体調不良者 2 名において、ノロウイルスの感染判明を発信。 

 

 11:10 課長より、本社事務所 2 の消毒を再度指示する。 

 



 11:11 課長より就労支援部に対し、昨日罹患者が就労支援部に訪れていることを通達、 

会議室の消毒と入室禁止を命じる。 

 

 11:21 代表より、全職員へ再度感染拡大を防ぐこと、消毒の実施を命じる。 

 

 11:23 訪問看護職員より、事務所 2 の消毒完了報告あり。 

 

 11:26 代表より本社にいる職員へ対し、接触を避ける事、事務所 2 への立ち入り制限 

を実施。 

 

 11:29 代表より就労支援部へ、建物内にいる人数の報告を求める。 

 

 11:32 就労支援部職員より、会議室の消毒完了報告あり。 

 

 11:34 再度代表より就労支援部へ、人数の報告を求める。 

     同時刻、就労支援部職員より、職員 2 名、利用者 3 名、実習生 3 名との報告が

あがる。 

 

 11:36 就労支援部より、発症者の追加無しの報告あり。 

 

 11:37 訪問部より、発症者の追加無しの報告あり。 

 

 11:38 課長より就労支援部職員に対し、消毒を行う職員の固定、他者との接触制限を指 

示。トイレ、その他触れる可能性のある個所の消毒を指示。 

 

 11:41 課長より、本社及び就労支援部において、全室の床を次亜塩素酸で消毒を行うこ 

とを指示。 

 

 11:52 代表より、防犯カメラの様子を確認し就労支援部において厨房に人が集まってい 

ることを確認、製造中止を命じる。事務職員に対し、就労支援部に向かうよう 

指示。 

 

 12:19 課長より全職員に対し、抜き打ち訓練であったことを通達。 

 

 13:37 代表より、BCP の訓練については社会福祉施設等における事業継続計画 

（BCP）の策定について、（令和２年 6 月 15 日付）事務連絡、介護保険法施行規



則（運営基準）第 30 条の 2 および障害者の日常生活及び社会生活を総合的に

支援するための法律（障害者総合支援法）に基づく指定基準に規定されている

ことを通達。改めて全職員がサイボウズ掲示板でＢＣＰを確認するよう周知。 

 

 

３．【総括】 

 今回は前回の訓練から時間が経過し、初めて訓練を行う職員が多い状況だった。初動の

トークへの反応については、36 分で全職員からの体調と感染対策についての返答があった

が、その後の反応においては部署ごとに差が大きくあった。BCP は発動された後は終了の

通達がない限り最優先業務であること、こういった情報の遅れが感染を広げる要因のひと

つになることを日々周知する必要がある。 

就労支援部においては、指示に従わず、何を行えば良いのか分からず混乱し、結果的に

感染を広げる可能性のある行動となっていた。社内のみではなく、利用者、実習に来てい

る生徒、そしてお客様を巻き込み最悪の場合は営業停止になる可能性も大いにある。日々

の部下に対する指導不足、個人の知識不足や意識の低さ、多くの課題が明らかになった。

早急に改善を行う必要がある。 

 また課長においては、各部署の現場を取り仕切る職員の指名を行わなかったことが、現

場の対応や適切な行動を遅らせた要因のひとつだと考える。日頃から部署全体を見て、現

場の動きを取り仕切る職員を育成することや把握をしておく事を、今後の課題点として取

り組んでいく。 
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ＢＣＰ訓練(10/16 実施)における職員行動の課題点・改善策について 

 

 

表題の件につきまして、下記のとおりご報告いたします。 

 

 

記 

 

 

【訪問看護部】 

トークが既読になるスピードが遅かった。（各部署トークルームは訪看→介護→事務の順番

で作成）なおかつ既読になった職員も、既読になってから返信までが他部署と比較して著し

く遅かった。 

→移動中の場面や介入中場面等、職員状況は様々ではあるも、BCP 発動中は BCP の指示が

最優先業務であること。例え介入中や公休日だとしても返答がない職員が 1 名でもいると

組織全体の動きが止まること、また自分自身が感染の媒体となる可能性もあることを踏ま

え、今後はトーク確認と内容理解スピード改善の意識付けを行っていく。 

 

【介護事業部】 

・トークが既読になるスピードと各職員からの返信が最も早かった。 

・介入中に、一緒に介入している職員同士速やかな情報共有ができていた。公休日の職員も

トークに即座に反応できていた。 

→介護事業部は複数名で介入することが多いため、情報共有が適切に行えていた。しかし、

利用者様宅での情報共有は情報漏洩に繋がる危険性もあるため、共有方法についての注意

が必要。 

 

 



【居宅介護支援部】 

1 名のためトークルームを作成せず、全体 BCP トークにて報告を求める。返答時間につい

ては課長から体調報告を求めた 11 分後に返答があり、大きな遅れなく反応可能。また、報

告内容に関しても端的で明瞭。 

指示に対してすぐに対応できた理由としては、携帯を常に持参しトークを確認する意識を

持つことができていたため。また、自分勝手な行動をしないよう意識をしていたことが適切

な反応を行えた要因のひとつかと考える。 

→基本的には 1 人での動きが多いため、対面での他職員との情報共有は困難。今後もトー

クの内容を確実に理解すること、反応速度の維持を意識してもらう。 

 

【事務部】 

・事務部２名の間で、トークの返信速度に大きく差があった。 

返信が遅い職員に対してはエムライナーで内線をかけたがそれも繋がらなかった。 

→事務は社外とのやりとりも多い立場である。BCP 発令中に誤った行動や情報を流さない

よう、再度 BCP の確認、BCP 発動中は BCP の指示が最優先業務であることの意識付けを

行っていく。 

・BCP 発動中であることに気が付いてからは、2 名で協力しながら迅速な対応はできてい

た。 

・本社内の消毒の指示が出る前に開始するなど、先手で動くことができていた。 

→2 名とも訓練すら今回初めてであったため、不十分な点も多い。過去のトークルームや

BCP を振り返り、有事の際に適切に動けるように準備してもらう。 

 

【就労支援部】 

・訪問と就労兼務の職員に関しては、利用者様へ情報を漏らさないこと、感染させない行動

を取ることが出来ている職員が多かった。 

・レスポンスが全体的に遅れた。特に就労支援部の専属職員に関して返答の遅れが顕著とな

った。理由のひとつとしては優先順位の判断が難しく、指示を待つ場面が多かった。 

→日頃からトークの確認頻度を高め、緊急時の対応スピードを上げる必要がある。また有事

の際には、不明点があった時点で上長へ早めに確認・連携する意識を持つことを日頃から伝

え意識付けさせる必要がある。 

・BCP 発令時に製造作業を継続する、人が厨房内に集まっている等、感染を広げる要因が

多いにあり危機意識が不足していた。 

→「感染を広げない」という最優先行動を徹底する必要がある。感染を広げないための基本

的な知識不足も大きい。感染対策については社内研修でも行っている内容である。所属長か

らも、日頃感染対策に対する注意喚起や知識の共有を行う必要がある。 

・焦りや動揺により、行動を行えない場面が多くみられた。 



→ 訓練を重ね、冷静な判断・行動ができるようにしていくことが課題。 

 

 

今回の訓練は、実際の感染発生を想定した中での行動確認として有意義であったと考える。

職員の危機意識が高まった様子があり、再度当社の BCPを確認する職員が何人もみられた。 

今後は訓練で見えた課題を日常業務にも活かし、指示命令系統の厳守を行い、慌てず、迅速

に対応できる組織体制を目指す。 

 

 

 

 

 

 

以上 


